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はしがき 

2009 年９月に消費者庁が発足した。それに呼応して，神戸市役所は，消費者問題の専門家を育成するため
に「神戸コンシューマー・スクール」（土曜日開講）を 2009 年 9 月に開設した。すでに消費生活相談員や消
費生活アドバイザーの資格を有している人や，企業のお客様窓口等での 3年以上の実務経験者を対象に，より
高度な専門教育を行い，修了者は「消費生活マスター」として神戸市に登録され，消費者教育の指導的活動を

担う予定である。 
筆者はその講師の一人として経済・消費データの解析を担当している。本稿1は,筆者が担当した 5回のゼミ
ナールで配布した資料に加筆修正したものである。筆者は，20数年前から日経ＮＥＥＤＳ（Nikkei Electronic 
Economic Data System）を独自にデータベース化して分析するシステムＸＣＡＭＰＵＳ (探索的経済経営デ
ータ処理大学用システム  eXploratory Computer Aided Macro-economic and micro-economic data 
Processing University System）を開発し，運用している。日経ＮＥＥＤＳのデータは学内での利用に限定さ
れている。日経 NEEDS を利用しない場合には，学外からでも XCAMPUS は利用可能となる。今回，神戸
市 市民参画推進局 消費生活課の要請を受けて，大学外からの XCAMPUSの利用を初めて公開することにし
た。ただし，一般公開ではなく，神戸コンシューマー・スクールの受講生に限定している。具体的には，神戸

市婦人会館の生活情報センターのパソコン 11 台に xcampus ビューアをインストールし，学内の Web 版
xcampus のサーバーにアクセスして利用することにした。この試みが定着すれば，大学向け（University）
の限定を外して，普遍的（Universal）なシステムに脱皮できるかもしれない。 
なお，神戸市婦人会館の生活情報センターのパソコンの OSは，Windows XPであり，Officeのバージョン

は 2003 であるので，本稿もそのバージョンに合わせて記述している。もちろん，Windows７／Vista，
Office2007でも同様に作動する。 
口頭説明では理解が困難な部分を抜き出す形で資料を作成している。§１では，副題にあるように，家計支

出（具体的には食パン購入額）の都道府県庁所在市別ランキング・データを用いて，Excelでグラフを作画す
る。§２では，xcampus ビューアのインストール手順を示す。§３では，１品目（具体的には食パン）の金
額データと数量データを用いて，その比率つまり単価を計測し，スカイライン図と扇形散布図に反映させてい

る。§４では，2 品目（具体的には［米とパン］）の購入額データを用いて，その比率（この事例では［パン
購入額／米購入額］の比率）を計測し，スカイライン図と扇形散布図に反映させている。§５では，3品目（具
体的には［米，パン，その他穀類］）の購入額のデータを用いて，3 品目の購入額構成比を計測し，購入額総
額をバブルの面積に比例させる三色三角バブルグラフを作画している。 
なお，描画される各グラフを読み取って解説することは極力省いて，操作手順だけを記している。本稿の操

作手順の公開により，学内外でWeb版 xcampus が活用されることを期待している。 
                                                   
1 日経NEEDS，Excel，XBRLなど本稿に記載の社名および商品名は各社の商標または登録商標である。 
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§１．家計支出の都道府県庁所在市別ランキング・データの Excelによるグラフ作成 

① 総務省統計局・家計調査 

品目別データ(二人以上の世帯(1 世帯当たり年間の支出金額及び購入数量)）都道府県庁所在市別ランキング2   

http://www.stat.go.jp/data/kakei/5.htm  

にブラウザでアクセスし，ページ下方にある品目別ファイル（ここでは穀物 Excel）をダブルクリックする。 

［開く］または［保存］のメッセージに対して，どちらか選択（この§では［開く］を選択）。 

 
② 食パンの購入額のランキンググラフを描くことにし， 

L５のセルをクリック，M54のセルまでドラッグして選択。 
③ ［F11キー］を押すとグラフが表示される。 
④ グラフ上でいくつかの操作⑤～⑧を行うと，下記のようなグラフが描かれる。 
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2  都道府県庁所在市及び，2002年7月1日現在で政令指定都市で都道府県庁所在市以外の都市（川崎市及び北九州市）の49都市。 
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⑤ 都市名の項目軸を右クリックして［軸の書式設定］を選び，［目盛］［フォント］［配置］を選択 
 

 
 

⑥ グラフ右クリックで［プロットエリアの書式設定］で白色を選択 
    ⑦ ［グラフのオプション］で［タイトルとラベル］でタイトルを記入 
              ［凡例］では［凡例を表示］のチェックを外す 

 

 
 
⑧ ［表示］⇒［ツールバー］⇒［図形描画］で，図形描画のツールバーを下部に表示し， 
 ［オートシェープ］⇒［ブロック矢印］⇒適当な矢印 を選択してグラフ上に描画する。 
 

 
 

線の色を変更 
線の種類を変更 
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§２．xcampusビューアのインストール手順 

① XCAMPUS のホームページ http://xc.econ.u-hyogo.ac.jp/ にアクセスして 
表紙のページの先頭「受講者専用ページはこちら」をクリック 

②  「神戸コンシューマー・スクール」専用ページ をクリック 

 
③  科目 ID と パスワード   （受講生に提示） を入力して［送信］ 

 
④ 神戸コンシューマー・スクールのページにおいて 
  (学外からのみ可）xcampusビューアのページ（別ウインドウ画面で xcview2007.zip をダウンロード 
のリンクをダブルクリック。 

⑤  ユーザ名 と パスワード （受講生に提示）を入力して［OK］ 

   。 

XCAMPUS xbrl へ 

Web版 xcampusへ 
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⑥ 表示されるファイル xcview2007.zip  3を［保存］する。 
ダウンロード先は （ｃ：）ドライブに事前に新規作成しておいた任意のフォルダ（例 c:¥xcampus） 
にする。⑤⑥の作業は 5分以内で行う。 

 
⑦ （ｃ：）ドライブの xcview2007.zip を右クリックして 
 ［すべて展開］で ウイザードが起動され ［次へ］をクリックしていくと展開される。 
  xcview2007 のフォルダができる。 
⑧ xcview2007フォルダを開いて 

  xcw.exe のファイル を右クリックして ［ショートカットの作成］を行う。 
⑨ ＜Officeが Office2007 でない場合のみの追加作業＞ 通常は不要 
今回の婦人会館の PCは Office2003 なので 
  xcview2007フォルダの 中の  QPexcel.txt を メモ帳 で開いて 
      C:¥Program Files¥Microsoft Office¥Office12¥EXCEL.EXE 
 の Office12 の箇所を Office11 に変更して上書き保存する。 

⑩ xcview2007フォルダの［xcw.exeのショートカット］ を デスクトップ にドラッグして 

 デスクトップに ［xcw.exeのショートカット］  を表示する。 

⑪ デスクトップの ［xcw.exeのショートカット］ をダブルクリックして 
xcampusビューアが起動されることを確認する。 

⑫ xcampusビューア の  

［ヘルプ］メニュー ⇒ ［Web版 xcampus閲覧］⇒ ［Internet Explorerで閲覧］ 
で XCAMPUSのホームページが表示される。 

                                                   
3  xcview2007 の「2007」は，Office（具体的にはExcel）のバージョン「2007」への対応を標準とするという意味である。 
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⑬ XCAMPUSのホームページの上部フレームの ［XCAMPUS xbrl］をクリックして 
 XCAMPUS xbrl分析4 のページを表示。 

 
⑭ xbrlパルプ・紙・紙加工品製造業の「経常利益率」スカイライン図 
 をクリックして，プログラムを表示して右下の［送信］ボタンを押す。 

 

                                                   
4   XCAMPUS xbrl分析については拙稿［2010］を参照されたい。 
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⑮ 送信結果に対して ［編集］⇒［すべて選択］して反転させ 
           ［編集］⇒［コピー］ 

  

⑯ xcampusビューア の［Web結果の貼り付け］ ボタンをクリック 

 グラフが表示されれば，インストール成功。 

 

⑰ xcampusビューア の［ウインドウ］⇒［num.n］ 

 で num数値ウインドウを最前面に出して， 
 ［右クリック］または［XC結果］⇒［Excel数値シート］ で 
 右の xcampus結果出力のダイアログに対して［OK] 
 Excelが自動起動して 
 ［読み取り専用］で開くことができれば，成功。 

 
 
 
 
 

［Web結果の貼り付け］ボタン 



8                                            神戸コンシューマー・スクール 2009でのWeb版 xcampus分析操作事例 
 

⑱ Excelに XCAMPUS xbrlの実行結果が転送される。 
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§３．家計支出の都道府県庁所在市別データの１品目の購入金額と数量の扇形散布図作成 

① 総務省統計局・家計調査 
品目別データ（二人以上の世帯(1世帯当たり年間の支出金額及び購入数量)）都道府県庁所在市別ランキング   

http://www.stat.go.jp/data/kakei/5.htm  

にブラウザでアクセスし，ページ下方にある品目別ファイル（ここでは穀物 Excel）をダブルクリックする。 

［開く］または［保存］のメッセージで［保存］を選択し，適当なフォルダに名前をつけて保存し，開く。 

 
②［挿入］⇒［ワークシート］で 新しいワークシート「sheet1」を作成 
 L列をクリックし，Shiftキーを押しながら O列をクリックして， L列～O列を選択する 
③ ［コピー］ ボタンをクリック 
④ 新しいワークシート「sheet1」を開き，A１のセルをクリックし，［貼り付け］ボタンをクリック 

 
⑤ A６のセルをクリックし，B54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
⑥ ［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 
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⑦ C６のセルをクリックし，D54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
⑧ ［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 

  
⑨ C列をクリックして選択 ［編集］=>［削除］ 
⑩ 行 4をクリックして選択 ［編集］=>［削除］  
⑪ A3のセルに「都市」，B3のセルに「食パン金額」，C３のセルに「食パン数量」を記述 
⑫ D５に文字 a，D６に文字ｂ，…，D31に文字 A，…，D53に文字Wを記述 
⑬ A３のセルをクリック，D5３のセルまでドラッグして選択，罫線ボタン▼で 田 を選択して罫線を引く 
⑭ 数値のセルの範囲 B4～C53を選択して，［セルの書式設定］⇒［表示形式］で ［数値］を選択し， 
桁区切り（，）の使用のチェックを外しておく。 
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⑮ B５のセルをクリックし，C53のセルまでドラッグして選択＜注意 全国は含めない＞［コピー］ 
⑯ XCAMPUSのホームページの上部フレームの［Web版 xcampus］をクリックし， 
 「コンシューマー・スクールの事例集」のリンクをクリック 

 
⑰ 『コンシューマー・スクールの事例集』の都道府県庁所在市別の食パン購入額と購入数量の扇形散布図 
［fan-shaped-bread-value-quantity-cities-uc］のリンクをクリック 

 
⑱ fan-shaped-rice-bread-cities-uc.htm のフォーム5に⑮でのコピー部分を［貼り付け］て［送信］ 
 

                                                   
5  フォームの中のXCAMPUSプログラムの構文については，上部フレームの［構文解説］に詳細な説明がある。 

XCAMPUSプログラムの 
構文解説 へ 
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⑲ 送信結果に対して ［編集］⇒［すべて選択］して反転させ 
           ［編集］⇒［コピー］ 
⑳ xcampusビューア の ［Web結果の貼り付け］ ボタンをクリック 

===============    fan-shaped-bread-value-quantity-cities-uc ============= 

==== 食パンの購入額・購入数量 スカイライン図・扇形散布図 都道府県庁所在市別 

========================================================================== 

$$u     // ユーザデータ・セクション 

$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 

0001.00,0049.00,aaa       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 

               ,bbb       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 

$d            // データ入力指示コマンド 

ctype               // ケース毎に読むタイプ 

------- ユーザ自身が文字・数値データをテキストファイルまたは Excel シートからコピー＆ペーストする． 

------- ユーザデータの各行の末尾にも「//」を挿入してコメント文を記述できる． 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

9257 20523 

8118 17862 

10192 21486 

9204 20589 

途中省略 

8141 17790 

6756 15473 

7472 17517 

10274 23582 

10289 23721 

====================== 

$$v     // 変量分析セクション 

$a        // 変量記号の割り当て 

y,aaa 

x,bbb 

$d        // 表示範囲 

all           // 全範囲 

---------------- 

$t         // 変数変換 

s=(y)/x     // 比率 この場合 価格 = 金額 / 数量 

P=:ci(y)      // 個体識別文字列 P作成 

 =pr*(y,x,s,P)    // 数値プリント 

q=cum(x)      // x の累和 q<i>=x<1>+x<2>+...+x<i-1>+x<i> 

r=(q-x)       // 直前までの累和 r<i>=x<1>+x<2>+...+x<i-1>     =q<i>-x<i> 

....................  

h=(8466/19237)  // ★  h 全国平均比率（価格） = 金額 / 数量 = (8466/19237) 

.=(0,h)   // スカイライン図上の比率 h の横線 y=0*x+h の右辺係数 [0,h] の関数「.」 

+=(h,0)      // 扇形散布図上の比率 h の斜線 y=h*x+0  の右辺係数 [h,0] の関数「+」 

z=(0*y)      // すべてゼロの数値の変量 zを作成（ 扇形散布図の原点に利用） 

$r         // 回帰分析 

 ,run,y=(x)   // y を被説明（従属）変数とし，xを説明（独立）変数とする回帰 

=============== 

$$g           // グラフセクション 

$d               // 表示範囲 

all                   // 全範囲 

$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10 ポイント） 

s,002                 // 変量 sの目盛りを細かく 2ポイントごとに 

y,002 

x,002 

$z               // ゼロ軸表示 

syx                  // 変量 s,y,x のゼロ軸表示 

$p               // プロット 

x,y,s                  // 変量 x,y,s をを別スケール 

------------  比率 ------------------------------------- 

$3            // ３次元図 スカイライン図 

s,q, ,P,.,*        // 縦軸 s,横軸 q,奥行軸なし,個体識別 P,関数.,合成用保存* 

s,r, ,P,*          // 縦軸 s,横軸 r,奥行軸なし,個体識別 P,合成用保存* 

           // 合成 比率スカイライン図（リンク面描画，３次元図圧縮） 

$3            // ３次元図 扇形散布図 

y,x, ,P,+,*        // 縦軸 y,横軸 x,奥行軸なし,個体識別 P,関数+,合成用保存*  

z,z, ,P,*          // 縦軸 z,横軸 z,奥行軸なし,個体識別 P,合成用保存【原点】 

           // 合成（２次元図上の散布点と原点のリンク，３次元図圧縮を利用） 

======================= 

$$           // 終了セクション 

この数値部分を反転させて 
⑮でのコピー部分を 
［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47都道府県＋ 
川崎市と北九州市の 49 

全国の食パンの 

購入金額 8466 円 

購入数量 19237 g 
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21 下記の xcampusビューア操作でスカイライン図を作画6 

 
xcampusビューア上のメニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を 3回繰り返す 

 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別］ 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［縦面描画］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると，所定のスカイライン図が描出される。 
 スカイライン図の塗りつぶし色を変更するには 
［修飾］⇒［線・面の色］⇒［３次元リンク面塗りつぶしの色］ 

で任意の色を指定することができる。 

                                                   
6 スカイライン図および扇形散布図については，拙著［2009］に詳しい。特にその第３章の3.4節を参照。 

食パンの購入単価 

高松市(l) 
広島市(j) 

棒グラフの幅：食パンの購入数量 

神戸市(w) 

京都市(g) 

奈良市(O) 

鳥取市(K) 
松江市(t) 

大津市(G) 

和歌山市(W) 

名古屋市(V) 

高知市(m) 
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22 下記の xcampusビューア操作で扇形散布図を作画 

 
スカイライン図 21とは別のウインドウに扇形散布図を描くことにする。メニューで 
 ［ウインドウ］⇒［view1.g］を選び，別ウインドウを最前面に表示する。 
メニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を６回繰り返して，最後のグラフを表示する。 

 
［修飾］⇒［散布点の表現］⇒［点識別・垂線］ 
［修飾］⇒［３次元散布点マーク］⇒［表示○□◇順］ 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［直線描画］ 
［奥行軸］⇒［圧縮］⇒［０％］ 

を選択すると所定の扇形散布図が描画される。 
 

神戸市(w) 
食パンの購入額 

食パンの購入数量 

岡山市(d) 

高松市(l) 
 

広島市(j) 

京都市(g) 

静岡市(A) 

北九州市(U) 

那覇市(P) 

山形市(p) 

福島市(T) 
長野市(J) 

秋田市(s) 

青森市(z) 

宮崎市(f) 

食パンの購入単価に比例 

東京都区部(M) 和歌山市(W) 
名古屋市(V) 

大津市(G) 
鳥取市(K) 

松江市(t) 

高知市(m) 

鹿児島市(r) 

岐阜市(e) 

奈良市(O) 
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§４．家計支出の都道府県庁所在市別データの２品目の購入額の扇形散布図作成 

① 総務省統計局・家計調査 
品目別データ（二人以上の世帯(1世帯当たり年間の支出金額及び購入数量)）都道府県庁所在市別ランキング   

http://www.stat.go.jp/data/kakei/5.htm  

にブラウザでアクセスし，ページ下方にある品目別ファイル（ここでは穀物 Excel）をダブルクリックする。 

［開く］または［保存］のメッセージで［保存］を選択し，適当なフォルダに名前をつけて保存し，開く。 

 
②［挿入］⇒［ワークシート］で 新しいワークシート「sheet1」を作成 
 Ctrlキーを押しながら D列，E列，H列，I列をクリックして選択する 
③［コピー］ ボタンをクリック 
④ 新しいワークシート「sheet1」を開き，A１のセルをクリックし，［貼り付け］ボタンをクリック 

 
⑤ A６のセルをクリックし，B54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
 



16                                            神戸コンシューマー・スクール 2009でのWeb版 xcampus分析操作事例 
 

⑥［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 

 
⑦ C６のセルをクリックし，D54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
⑧［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 

 
⑨ C列をクリックして選択 ［編集］=>［削除］ 
⑩ 行 4をクリックして選択 ［編集］=>［削除］  
⑪ A3のセルに「都市」，B3のセルに品目「米購入額」，C３のセルに品目「パン購入額」を記述 
⑫ D５に文字 a，D６に文字ｂ，…，D31に文字 A，…，D53に文字Wを記述 
⑬ A３のセルをクリック，D53のセルまでドラッグして選択，罫線ボタン▼で 田 を選択して罫線を引く 
⑭ 数値のセルの範囲 B4～C53を選択して，［セルの書式設定］⇒［表示形式］で ［数値］を選択し， 
桁区切り（，）の使用のチェックを外しておく。 

  
⑮ B５のセルをクリックし，C53のセルまでドラッグして選択＜注意 全国は含めない＞［コピー］ 
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⑯ 『コンシューマー・スクールの事例集』の都道府県庁所在市別のパン購入額と米購入額の扇形散布図 
［fan-shaped-bread-value-quantity-cities-uc］のフォームに⑮のコピー部分を［貼り付け］て［送信］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

===================    fan-shaped-rice-bread-cities-uc       ============= 
=========  米とパンの購入額 スカイライン図・扇形散布図 都道府県庁所在市別 
$$u     // ユーザデータ・セクション 
$c            // クロスセクションデータ属性コマンド 
0001.00,0049.00,xxx       // ケース始点,終点番号 ,★第１系列名 
               ,yyy       // 空白で同一ケース範囲,★第２系列名 
$d            // データ入力指示コマンド 
ctype               // ケース毎に読むタイプ 
------- ユーザ自身が文字・数値データを 
------- テキストファイルまたは Excelシートからコピー＆ペーストする． 
------- ユーザデータの各行の末尾にも「//」を挿入してコメント文を記述できる． 
------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 
30485 32475 
27608 25413 
31372 29600 
22423 31604 
29596 30389 
29410 30633 
途中省略 

32235 27318 
32248 28506 
30794 22860 
36958 25675 
32001 29246 
34616 29713 
====================== 
$$v     // 変量分析セクション 
$a        // 変量記号の割り当て 
x,xxx        // 米の購入額 
y,yyy        // パンの購入額 
$d        // 表示範囲 
all           // 全範囲 
$t         // 変数変換 
s=(y)/x*100     // 比率 パン／米の購入額比率（百分率表示） 
P=:ci(y)      // 個体識別文字列 P作成 
 =pr*(y,x,s,P)    // 数値プリント 
.................... 
q=cum(x)      // xの累和 q<i>=x<1>+x<2>+...+x<i-1>+x<i> 
r=(q-x)       // 直前までの累和 r<i>=x<1>+x<2>+...+x<i-1>     =q<i>-x<i> 
---------------- 
h=(1)   // ★一定比率 h ここでは 1 としている 
.=(0,h)   // スカイライン図上の比率 h の横線 y=0*x+h の右辺係数 [0,h] の関数「.」 
+=(h,0)      // 扇形散布図上の比率 h の斜線 y=h*x+0  の右辺係数 [h,0] の関数「+」 
z=(0*y)      // すべてゼロの数値の変量 zを作成（図の原点に利用） 
$r         // 回帰分析 
 ,run,y=(x)       // yを被説明（従属）変数とし，xを説明（独立）変数とする回帰 
=============== 
$$g           // グラフセクション 
$d               // 表示範囲 
all                   // 全範囲 
$g               // スケールの目盛り指示コマンド（標準 10ポイント） 
s,002                 // 変量 sの目盛りを細かく 2ポイントごとに 
y,002 
x,002 
$z               // ゼロ軸表示 
syx                  // 変量 s,y,xのゼロ軸表示 
$p               // プロット 
x,y,s                  // 変量 x,y,sをを別スケール 
------------  比率 ------------------------------------- 
$3            // ３次元図 スカイライン図 
s,q, ,P,.,*        // 縦軸 s,横軸 q,奥行軸なし,個体識別 P,関数.,合成用保存* 
s,r, ,P,*          // 縦軸 s,横軸 r,奥行軸なし,個体識別 P,合成用保存* 
           // 合成 比率スカイライン図（リンク面描画，３次元図圧縮） 
........ 
$3            // ３次元図 扇形散布図 
y,x, ,P,+,*        // 縦軸 y,横軸 x,奥行軸なし,個体識別 P,関数+,合成用保存*  
z,z, ,P,*          // 縦軸 z,横軸 z,奥行軸なし,個体識別 P,合成用保存【原点】 
           // 合成（２次元図上の散布点と原点のリンク，３次元図圧縮を利用） 
$$           // 終了セクション 

この数値部分を反転させて 
⑮でのコピー部分を 
［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47都道府県＋ 
川崎市と北九州市の 49 

一定比率ｈを 1 
パンと米の購入額が同一

になる比率の線 
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⑰ 送信結果に対して ［編集］⇒［すべて選択］して反転させ 
           ［編集］⇒［コピー］ 
⑱ xcampusビューア の ［Web結果の貼り付け］ ボタンをクリック 
⑲  前§の 21 と同様の操作でスカイライン図を作画 

 
⑳ 前§の 22と同様の操作で扇形散布図を作画  

 

パン／米の購入額比率 

神戸市(w) 

岡山市(d) 

高松市(l) 
広島市(j) 

棒グラフの幅：米の購入額 

パンの購入額 

米の購入額 

神戸市(w) 

岡山市(d) 
高松市(l) 

広島市(j) 
京都市(g) 

静岡市(A) 

北九州市(U) 

那覇市(P) 

山形市(p) 

福島市(T) 
長野市(J) 

秋田市(s) 
青森市(z) 
宮崎市(f) 

パン／米の購入額比率に比例 

東京都区部(M) 
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21  xcampusビューア の［ウインドウ］⇒［num.n］ 

で num数値ウインドウを最前面に出して，回帰分析結果の単相関係数行列を調べる。 
あるいは，⑰のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

パン購入額(y)と米購入額(x)の間の相関係数が -0.029 と低いことが分かる7。

                                                   
7 逆相関が予想されるにもかかわらず，相関が低いことの原因の１つとして，農家世帯が自家産物で賄ったり，勤労者世帯で

も農家の親戚から現物の給付を受けたりすることが考えられる。 

家計調査では，自家産物や贈答品を現物として扱い，時価評価で家計収支に現物総額の主要費目別（例，食料，食料の自家産

物，被服及び履物，教養娯楽，…）として反映されるが，品目別の消費支出額・数量には集計されない。 

http://www.stat.go.jp/data/kakei/2.htm の［４．詳細結果表］の［二人以上の世帯（平成12年から掲載）］の［*月］をク

リックして，月次の詳細結果で現物総額の費目別数値を参照されたい。 

 青森県企画振興部統計課［2001］には，りんごの購入量についても贈答品についての指摘がなされている。詳しくは， 

http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikaku/tokei/files/report13-01.pdf を参照されたい。 

 日本経済新聞社［2010］では，米の年間購入量トップの静岡県について，地元の生産が少なく，親戚の農家からもらう機会が

あまりないことも購入量の多さに影響していると述べている。 

            simple correlation matrix,    cases =    49 

                y        x 

            yyy      xxx      

 y yyy        1.0000 

 x xxx       -0.0290   1.0000 

  

========== regression ================= ,run,y=(x)                 
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§５．家計支出の都道府県庁所在市別データの３品目購入額シェアの三色三角バブルグラフ作成 

① 総務省統計局・家計調査 
品目別データ（二人以上の世帯(1世帯当たり年間の支出金額及び購入数量)）都道府県庁所在市別ランキング   

http://www.stat.go.jp/data/kakei/5.htm  

にブラウザでアクセスし，ページ下方にある品目別ファイル（ここでは穀物 Excel）をダブルクリックする。 

［開く］または［保存］のメッセージで［保存］を選択し，適当なフォルダに名前をつけて保存し，開く。 

 
②［挿入］⇒［ワークシート］で 新しいワークシート「sheet1」を作成 
 Ctrlキーを押しながら B列，C列，D列，E列，H列，I列を クリックして選択する 
③［コピー］ ボタンをクリック 
④ 新しいワークシート「sheet1」を開き，A１のセルをクリックし，［貼り付け］ボタンをクリック 

 
⑤ A６のセルをクリックし，B54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
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⑥ ［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 

  
⑦ C６のセルをクリックし，D54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
⑧ ［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 
⑨ E６のセルをクリックし，F54のセルまでドラッグして選択 ＜注意 全国は含めない＞ 
⑩ ［データ］⇒［並び替え］ で ［OK］をクリック 

 
⑪ Ctrlキーを押しながら C列と E列をクリックして選択 ［編集］=>［削除］ 
⑫ 行 4をクリックして選択 ［編集］=>［削除］  
⑬ A3セルに「都市」，B3「穀類購入額」，C3「米購入額」，D３「パン購入額」を記述 
⑭ E５に文字 a，E６に文字ｂ，…，E31に文字 A，…，E53に文字Wを記述 
⑮ A３のセルをクリック，E5３のセルまでドラッグして選択，罫線ボタン▼で 田 を選択して罫線を引く 
⑯ 数値のセルの範囲 B4～D53を選択して，［セルの書式設定］⇒［表示形式］で ［数値］を選択し， 
桁区切り（，）の使用のチェックを外しておく。 

  
⑰ B５のセルをクリックし，D53のセルまでドラッグして選択＜注意 全国は含めない＞［コピー］ 
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⑱ 『コンシューマー・スクールの事例集』の都道府県庁所在市別穀類購入額構成比の三色三角バブルグラフ8

の［ternary-cereal-cities-uc］ページのフォームに⑰のコピー部分を［貼り付け］て［送信］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                   
8  三色三角バブルグラフについては拙著［2009］に詳しい。特にその第４章の4.8節を参照。 

=============== ternary-cereal-cities-uc ============ 

============    ユーザデータセクション 

$$u 

-----------------       クロスセクションデータ属性コマンド        

$c 

---------- クロスセクションでは県名や企業名等の文字データを扱うことも多い． 

---------- 各文字変量には漢字２文字（英字４文字）のみ入力される． 

---------- それを超える文字は無視される． 

---------文字系列変量名の先頭は「:n1,」「:n2,」…「:n6,」のいずれかを用いる 

0001.00,0049.00,ss    // ケース始点,終点番号  ,数値系列変量名;単位 穀類 

               ,bb    //  空白で同一ケース範囲,数値系列変量名;単位 米 

               ,cc    //  空白で同一ケース範囲,数値系列変量名;単位 パン 

-----------------       データ入力指示コマンド 

$d  

ctype  // ケース毎に読むタイプ 

------- ユーザ自身が文字・数値データをテキストファイルまたは Excel シートからコピー＆ペーストされたい． 

------- ユーザデータの各行の末尾にも「//」を挿入してコメント文を記述できる． 

------- ★ユーザ文字・数値データをこの行直後にペーストする ★↓↓★ 

86835 30485 32475 

76464 27608 25413 

84135 31372 29600 

75933 22423 31604 

 途中省略 

74886 30794 22860 

81992 36958 25675 

85099 32001 29246 

83768 34616 29713 

==================   変量分析セクション 

$$v 

$a   //  変量記号割当 

s,ss  // 穀類 

b,bb  //  米 

c,cc  //  パン 

$d   //    数値出力範囲           

all                  //  全範囲 

$t            // 変数変換コマンド 

-------------------     X,Y,Z の各変量と上記の a,b,c の入力変量とを対応させる 

X=(a-b-c)  // その他穀類 

Y=(b)  //  米 

Z=(c)  //  パン 

S=(X+Y+Z)        // 穀類購入額 S 

x=(X/S)*100      // その他穀類構成比 x 

y=(Y/S)*100      // 米構成比％ y 

z=(Z/S)*100      // パン構成比％ z 

p=:ci(x)         //  データの散布点印字用の文字系列 p 

=pr*(X,Y,Z,S,x,y,z,p)      // 数値プリント 

-------------------- 

$r            // 回帰コマンド 

 ,run,y=(x,z)        // 被説明変数 y，説明変数 x,z による重回帰の計測 

 ,run,Y=(X,Z)        // 被説明変数 Y，説明変数 X,Z による重回帰の計測 

-------------------- 

$t            // 変数変換コマンド 

f=(-1,-1,+100)       // 関数 f  y= -x -z +100  （つまり x+y+z = 100） 

............. 

i=(100,50,0,0,0,50)   // 三角形の頂点と中点の座標 

j=(0,50,100,50,0,0) 

k=(0,0,0,50,100,50) 

Q=:ci(i)******      // 三角形の頂点と中点の３次元図印字用の文字系列 Q 

............. 

@=(0*x)             // 原点の変量（ケースの数はデータ分） 

i=(@,i)             // 原点の変量と三角形の頂点と中点を連結した変量 

j=(@,j) 

k=(@,k) 

Q=(p,Q)            // データの散布点印字変量 pと頂点と中点の印字変量 Qの連結 

Q,nam,:ci,Q=(p,Q)  //  印字変量 Qが文字系列であることを示す変量名に変更          

.... =pr*(i,j,k,Q)   // 数値プリントしてチェックするには先頭....を取る 

この数値部分を反転させて 
⑰でのコピー部分を 
［貼り付け］ 

ケースの数 
ここでは 47都道府県＋ 
川崎市と北九州市の 49 



兵庫県立大学経済経営研究所「研究資料」№228 2010年 2月                                       23 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑲ 送信結果に対して ［編集］⇒［すべて選択］して反転させ 
           ［編集］⇒［コピー］ 
⑳ xcampus ビューア の ［Web 結果の貼り付け］ ボタンをクリック 
21 下記の xcampusビューア操作で三色三角バブルグラフを作画 
メニューまたはポップアップ・メニューで 
［表示］⇒［次のグラフ］の操作を５回繰り返す。 
［修飾］メニュー ⇒［散布点の表現］ ⇒［点識別］ 
［奥行軸］メニュー ⇒［圧縮］ ⇒［0％］ 
［修飾］メニュー ⇒［３次元散布点マーク］ ⇒［表示□○◇順］ 
［修飾］メニュー ⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］ ⇒［色平面 RGB高明度］ 
［修飾］メニュー ⇒［３次元散布点の塗りつぶし色］⇒［塗りつぶし色の透過処理］⇒［透過させる］ 
［修飾］メニュー ⇒［３次元散布点の輪郭サイズ］⇒［1.5倍］/［２倍］/［0.9倍］ 

適当なバブルサイズになるように輪郭サイズを何度か調整する 
［修飾］メニュー ⇒［３次元図の横軸目盛を三角グラフ用に変更］ ⇒［変更］  
［横・縦軸］メニュー ⇒［横軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 
           ⇒［横軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 

三角形の右下の頂点が右端に収まるように横軸の伸張圧縮を何度か行う 
［横・縦軸］メニュー ⇒［３次元図縦軸伸張］⇒［110％］/［101％］ 

           ⇒［３次元図縦軸圧縮］⇒［90％］/［99％］ 
三角形の中央の頂点が上端に収まるように縦軸の伸張圧縮を何度か行う 

------------------------ 三角グラフ平面用に変換 

Y=(y)                // データの三角グラフ平面への縦軸変換 

X=(2*x+y)/1.7320508  // データの三角グラフ平面への横軸変換 

U=(1.732,0)       // 関数 U  Y=1.732X+0  

V=(-1.732,200)    // 関数 V  Y=-1.732X+200 

.............       三角形の頂点と中点の座標 

J=(j)                // 三角形の頂点と中点の三角グラフ平面への縦軸変換 

I=(2*i+j)/1.7320508  // 三角形の頂点と中点の三角グラフ平面への横軸変換  

------------------------ 

a=(0,0,70)        // 小さい三角形の頂点と中点の座標 

b=(0,70,0) 

c=(100,30,30) 

....             // @は， @=(0*x) として定義済みであり，原点の変量（ケースの数はデータ分） 

a=(@,a)             // 原点の変量と小さい三角形の頂点と中点を連結した変量 

b=(@,b) 

c=(@,c) 

B=(b)               // 小さい三角形の頂点の三角グラフ平面への縦軸変換 

A=(2*a+b)/1.7320508 // 小さい三角形の頂点の三角グラフ平面への横軸変換 

v=(-1.732,140)    // 関数 v  Y=-1.732X+ (70*2)  小さい三角形の右辺 

=========================  グラフセクション 

$$g 

----------------- ゼロ軸表示 

$z 

xyzXY    // 変量 xyzXY についてゼロ軸表示 

-----------------  目盛 

$g 

X,001   // X 変量の目盛 1 間隔（標準は 10 間隔） 

Y,001   // X 変量の目盛 1 間隔（標準は 10 間隔） 

-----------------  ３次元図  

$3         //  三角グラフ立体 

j,i,k,Q,*     //  縦軸 j，横軸 i，奥行軸 k，散布点印字 Q，合成用保存* 

y,x,z,p=S,f,* //  縦軸 y，横軸 x，奥行軸 z，印字 p=バブル変量 S，関数 f，合成用保存* 

              //  合成 

$3         //  三角グラフ平面 

J,I, ,Q,*       //  縦軸 J，横軸 I，奥行軸なし，印字 Q，合成用保存* 

Y,X, ,p=S,U,V,* //  縦軸 Y,横軸 X,奥行軸なし,印字 p=バブル変量 S,関数 U,V,合成用保存* 

                //  合成 

$3         //  小さい三角グラフ平面 

B,A, ,Q,*       // 縦軸 B，横軸 A，奥行軸なし，印字 Q，合成用保存* 

Y,X, ,p=S,U,v,*   // 縦軸 Y，横軸 X，奥行軸なし，印字 p，関数 U，関数 v，合成用保存* 

                // 合成 

=========================  終了セクション 

$$           // 終了セクション 
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22 下記の xcampusビューア操作で穀類購入額構成比の三色三角バブルグラフを拡大する 
 

 
 
 
 

ｚ(青)：パンの購入額構成

神戸市(w) 

岡山市(d) 

高松市(l) 

広島市(j) 
京都市(g) 

静岡市(A) 
北九州市(U) 
那覇市(P) 

山形市(p) 
福島市(T) 
長野市(J) 

秋田市(s) 
青森市(z) 

宮崎市(f) 
東京都区部(M) 

神戸市(w) 

ｙ(赤)：米の購入額構成比 

ｘ(緑)：その他穀類の購入額構成比 
岡山市(d) 

高松市(l) 

京都市(g) 

北九州市(U) 
那覇市(P) 

山形市(p) 

秋田市(s) 

米(y)／その他穀類(x)の購入額比率に比例 

ｚ(青)：パンの購入額構成比 

↑ｙ(赤)：米の購入額構成比 

和歌山市(W) 

前橋市(E) 

長崎市(I) 

仙台市(B) 
鳥取市(K) 

和歌山市(W) 

→ｘ(緑)：その他穀類の購入額構成比 

バブルのサイズ：穀類購入総額に面積比例 
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横軸方向の拡大の操作は，メニューまたはポップアップ・メニューで 
［横・縦軸］⇒［横軸伸張］で伸張率を選択する。 
縦軸方向の拡大の操作は， 
［横・縦軸］⇒［３次元縦軸伸張］で伸張率を選択する。 
満足できるまで何度か拡大操作を繰り返した結果が，三色三角バブルグラフの拡大図である。 

  また，左下の（0,0,100）の点と各散布点を結ぶ直線（リンク線）を描くには 
［修飾］⇒［３次元散布点リンク］⇒［直線描画］ 
なお，リンク線と水平軸との角度は，ｙ／ｘの比率に比例する9。 

23  xcampusビューア の［ウインドウ］⇒［num.n］ 

で num数値ウインドウを最前面に出して，回帰分析結果の単相関係数行列を調べる10。 
あるいは，⑲のブラウザ上の送信結果のテキストに表示される同じ結果を調べる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

                                                   
9  リンク線と水平軸との角度（リンク角と呼ぶことにする）θが ｙ／ｘ の比率に比例することは，次の図から理解できよう。 

三角グラフ上の点Ａ（ｘ，ｙ，ｚ）と点Ａ’（ｘ’，ｙ’，ｚ’）は，リンク角が同じである。それゆえ，y／ｈの比と y ’／ｈ’の比
は同じである。 ｙ／ｙ’ = ｈ／ｈ’ が成立する。ｈとｈ’ の比は，ｘとｘ’ の比と同じである。それゆえｙ／ｙ’ = ｘ／ｘ’ ，
つまりｙ／ｘ = ｙ’／x ’ となる。同じリンク角の点同士は，同じｙ／ｘ の比率をもつことになり，リンク角はｙ／ｘ の比
率に比例する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
10 構成比（シェア）の 3変量ｘ，ｙ，ｚの間には， 100=++ zyx  の関係が成り立ち，その各 2変量間には原理的に逆
（負の）相関が成立する可能性が高い。構成比（シェア）同士の相関の計測においては，あたかも逆相関が新発見であるような

錯覚に陥りやすい。このことの図式的説明については，拙著［2009］の第 5章 5.4節を参照されたい。 
 

         simple correlation matrix,    cases =    49 

                y        x        z 

            y=(Y/S)* x=(X/S)* z=(Z/S)* 

 y y=(Y/S)*   1.0000 

 x x=(X/S)*  -0.5009   1.0000 

 z z=(Z/S)*  -0.7417  -0.2090   1.0000 

========== regression ================= ,run,y=(x,z)     

ｘ 

ｘ’ 

ｙ 
ｙ’ 

ｈ’ 
ｈ 

Ａ 

Ａ’ 
 

ｚ ｚ’ 

θ 
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